
18 四国８の字ネットワーク等高規格道路の整備促進 

                                 　　　　　　　　　　　　政策提言先　　国土交通省・財務省 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【高知県担当課】土木部　道路課

 政策提言の要旨

 近年、激甚化・頻発化する豪雨災害や切迫度の高まる南海トラフ地震に備える上で、「四国８の字ネット

ワーク」は不可欠な社会基盤であり、国道５５号、５６号とのダブルネットワークを構築することにより、

防災力向上にも大きく寄与する「命の道」となります。 

中山間地域が多く過疎化が進む本県では、命を守る医療面においても病院数の減少が顕著であり、高度医

療や救急医療、産科医はもとより日常受療時においても長距離・長時間移動を余儀なくされております。

人々が等しく医療サービスを受け、安全・安心に子どもを産み育て、暮らしていくためには、高規格道路を

はじめとする道路整備が急務です。 

加えて、本県では、「いきいきと仕事ができる高知」の実現を目指して、販路の拡大による地産外商の強

化や新たな観光拠点の整備による観光誘客などを推進しています。四国８の字ネットワークは、こうした経

済活性化の取り組みを下支えし、商圏や交流人口のさらなる拡大等、より大きな効果を地域にもたらしま

す。 

このため、安全・安心な暮らしを支え、地域経済の活性化に不可欠な「四国８の字ネットワーク」等の高

規格道路の整備促進と、整備の後押しとなる「第１次国土強靱化実施中期計画」を踏まえた関係予算につい

ては、急速な資材価格・人件費の高騰等の影響を適切に反映し、整備のさらなる加速化を図るために、これ

まで以上に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で当初予算として確保するよう提言します。

 【政策提言の具体的内容】 

安全・安心な暮らしを支え、地域経済の活性化に不可欠となる 
「四国８の字ネットワーク」等の整備は急務であり、以下の項目を提言します。 

１　事業中箇所の早期開通 

早期の開通により、地域に様々な効果がいち早くもたらされます。 

【早期開通に向けた整備促進、補助事業箇所の予算確保】 

○　四国横断自動車道：窪川佐賀道路、佐賀大方道路、大方四万十道路、宿毛内海道路 

○　高知東部自動車道：南国安芸道路（芸西西～安芸西） 

○　阿南安芸自動車道：海部野根道路、野根安倉道路（直轄権限代行）、奈半利安芸道路、 

安芸道路、北川道路１工区及び北川道路２－２工区（補助事業費の確保） 

２　「高速道路における安全・安心基本計画」に基づく暫定２車線区間の４車線化の着実な実施 

暫定２車線区間の４車線化により、安全で安定した利用の確保と災害への備えが高まります。 

また、４車線化までの緊急的な安全対策として、長大橋梁やトンネル区間における区画柵の設置などに

より、安全性が向上します。 

○　高知自動車道：土佐ＰＡ～須崎東（優先整備区間） 

３　計画段階評価完了区間の早期事業化 

８の字と一体的に整備することで、整備効果を最大限発揮することが可能となります。 

○　高知松山自動車道：いの～越知 

４　国土強靱化のさらなる加速化 

国土強靱化に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で当初予算として確保したうえで、総枠を拡大す

ることにより、高規格道路の整備の後押しが可能となります。 

【政策提言の理由】 

◇　四国８の字ネットワーク等は、大規模災害時の生命線となり、安全・安心な暮らしを支えるととも

に、地域経済の活性化に不可欠な基盤であることから、「第１次国土強靱化実施中期計画」を踏まえた関

係予算については、急速な資材価格・人件費の高騰等の影響を適切に反映し、頻発する災害も踏まえ、必

要な予算・財源を通常予算とは別枠で当初予算として確保するとともに、整備のさらなる加速化が図られ

るべきと考えます。


